
「革新的技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジェクト）」

南九州における普及促進のためのかんしょ小苗栽培体系とかんしょ・飼料作物混植

によるかんしょ茎葉飼料化の実証

Ⅰ 目指す地域戦略と研究の背景・課題

Ⅲ 研究計画の概要

Ⅱ 研究の目標

１. 地域戦略の概要
慣行苗栽培に比べ機械化が比較的容易な小苗生産関連技術の普及促進、機械導入によって大量収穫が可能

となるかんしょ茎葉の飼料化技術の普及促進を図り、産地維持や中核的担い手の規模拡大に資する。

２. 研究の背景・課題
原料用かんしょは南九州畑作地帯の基幹品目であるが、高齢化による人手不足が深刻化し作付面積は減少

傾向にある。今後、産地維持を図るには、人手が多くかかる作業の効率化を図り、地域を担う中核的生産者
の経営が拡大できる環境整備のほか、TPP等により影響が懸念される畜産飼料の確保が重要な課題である。
小苗栽培を導入することにより、育苗から植付け作業の省力・軽労化が大幅に図られるが、普及促進には、
栽培技術を平準化することのほか、茎葉の飼料利用を進め副産物収入増による収益改善を図ることが求めら
れる。

〔分野〕 畑作・地域作物
〔分類〕 実証研究型
〔研究代表機関〕 （研）農研機構九州沖縄農業研究センター（かんしょ小苗・茎葉飼料化コンソーシアム）
〔参画研究機関〕 鹿児島県農業開発総合センター大隈支場、井関農機（株）

（普及担当機関） 鹿児島県農業開発総合センター企画調整部普及情報課
〔研究・実証地区〕 鹿児島県志布志市志布志町・鹿屋市串良町・曽於郡大崎町、宮崎県東諸県郡国富町

１．小苗栽培における安定生産技術の確立
(１)小苗の安定生産化技術の開発

小苗の苗質の向上のため養液育苗における適正な施肥や地温管理等の育苗管理技術の開発を行う。
(２)栽植密度の適正化技術の開発

慣行栽培並収量を得るための栽植密度の適性化技術の開発を行う。
(３)肥培管理等による収量安定化技術の開発

慣行栽培並収量を得るための本圃における肥培管理を中心とした栽培管理技術の確立を行う。

２．飼料化のための混植栽培技術の開発
(１)混植栽培のための播種機材の開発及び小苗用移植機の改良

混植栽培のための播種機材の開発及び小苗用移植機を完成させる。
(２)混植機械化栽培技術の開発

かんしょ塊根と粗飼料生産のためのかんしょと飼料作物の混植セル苗機械化栽培技術体系の確立を行う。

３．小苗利用による原料用かんしょ栽培技術指針の作成
中課題１及び４の成果による小苗利用による原料用かんしょ栽培技術指針を作成する。

４．現地実証試験
(１)小苗栽培体系の実証

慣行並収量、投下労働時間の30％削減及び生産費の10％削減の実証を行う。
(２)混植栽培収穫調製飼料化体系の実証

混植セル苗機械化栽培技術体系の実証と生産費や経済性についての総合評価を行う。

かんしょ小苗栽培に関しては、慣行栽培並の収量を維持しながら生産に係る投下労働時間を30％、生産
費を10%削減する栽培指針を作成する。また、混植栽培に関してはかんしょ茎葉の粗飼料化を含めた収益を
慣行栽培より100千円/ha増加させる。



問い合わせ先：（研）農研機構九州沖縄農業研究センター TEL：0986-24-4276

南九州における普及促進のためのかんしょ小苗栽培体系とかんしょ・
飼料作物混植によるかんしょ茎葉飼料化の実証

小苗栽培独自の栽培指針の作成とかんしょの高品質飼料化技術の開発を行う。


